


最近の補強土工法の研究実験は、計測機器や計測技術の目覚ましい進歩と相侠って、

実際の腕工要素を重点にした実物大規模又は大型の実験報告が次第に多くなってきまし

た。実験経費の点はさておき、工法開発という本来の研究目的から考えた場合、補強土

工法の実験は、実際の施工時の状況が最も大きな実験要素で、この点実物大の実験は誠

に理想的であることは否定できません。しかしこのような規模の実験は、室内模型実験

と異なり、短目の観測で結論を得ることは不可能です。これまでの発表報舎を拝見して

みますと、施工後 1年程で計測が終わっている例の多いのは誠に残念に思います。少な

くとも 5年ぐらいの追跡調査による情報を、毎年ご報告いただければ、補強土工法の技

術発展の貴重な資料になることと思います。

ジオシンセティックスの工法技術は、前述のように社会環境領域まで拡大されようと

しており、今後メンテナンス関係の技術開発が生じてくることは当然予測され、乙の意

味からも“追跡調査"の持つ意義は大きいと言わねばなりません。

一方、補強材特性の室内模型実験(特に基本的な力学実験)でいつも気にかかってい

ることの一つに、その実験目的と実験に使用した試料土ならびに実験手法との関連につ

いて、いま一つ理解できない研究報告が例年数編見受けられることです。 度この機会

に日本支部として、 I材料標準試験法Jに基づいた“室内模型実験に関わる問題点"の

ような内容のご検討をいただければ幸いです。

なお、大変遅れ馳せながら「標準試験法」の完成につきましては、本紙面をお借りし

ここに改めて担当された委員各位のご努力に、衷心より敬意と感謝を申しとげる次第

です。以上、散文羅列でご期待に応えられなかった不勉強を深謝申し上げ、併せて会員

各位ならびに日本支部の発展を心からお祈り致します。
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